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利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

●島には3ヶ所の船着場があり、島内も船で移動ができる。同級生が会いに来てくれる時は、管理者が船着場まで迎
えに行き、事業所で話をする等した後は、船着場まで送って行かれる。奥様が併設デイサービスを利用する際に
は、行き来して会えるように支援されている。ご自宅では奥様が漬けた梅干しをつまみに、焼酎で晩酌することが日
課だったようで、事業所でも同じように晩酌を楽しめるよう支援されている。
●昼食は併設するデイサービスの厨房で業者職員が作っており、朝・夕食は業者から届いた食材を使って厨房で職
員が調理するようになっている。利用者がご飯の炊ける匂いを感じられるよう、ご飯は事業所で炊いている。前回の
外部評価を受け、利用者にも調理に関わっていただけるよう、毎月、業者と法人の栄養士の協力を得て「料理教室」
を行なっておられる。7月には、利用者の希望が多かったちらし寿司や巻き寿司を手作りして食事をされた。又、季
節ごとに、地域の方を招き「食事会」を行なっておられ、7月には利用者が玉ねぎやキャベツ等の野菜を切って、
バーベキューを楽しまれた。秋には、芋炊きの予定である。事業所の畑で採れた野菜は、なすびを塩もみにする等、
1品追加して楽しまれている。
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愛媛県松山市千舟町6丁目1番地3　チフネビル501

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

法人名 社会福祉法人　正和会

事業所名 九島グループホームやすらぎ

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

所在地

評価機関名

基本情報リンク先

平成25年8月9日訪問調査日

所在地 〒798-0098　愛媛県宇和島市蛤95番地3

自己評価作成日 平成25年7月29日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

評 価 結 果 概 要 表

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3890300035 当グループホームは市内から目と鼻の先にある九島という漁業とみかん、レモン、キウィ等の柑橘類の栽
培が盛んな島にあります。当施設の周囲はみかん畑で、目の前はすぐ海というのどかな風景の中にあり、
天気の良い日は正面の鬼ヶ城から美しい朝日が昇ってきます。島の方々は温かく、ホームのことを気にか
けてくれています。ホームの特徴は入居者だけでなく職員もほとんどが島の方で、昔からの馴染みの関
係ができていることです。また、高齢化が進む島にある唯一の高齢者施設ということで、地元の期待も大
きいと感じています。「笑顔と真心でやすらぎを」という基本理念のもとで、いつも利用者と職員の笑顔が
絶えない、地域からも愛される空間を創っていきたいと考えています。
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

自己評価及び外部評価結果表

● 指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ ット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
修

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
役職者（経営者と同義）

　　　　修正することはありません。

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

                 役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

事業所名　 グループホームやすらぎ

(ユニット名）

ホ プ 職員みんなで自己評価!

記入者（管理者）

氏　名 舟田　達也

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

評価完了日 平成25年　7月　26日
－サービス向上への３ステップ－
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グループホームやすらぎ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

法人の基本理念に基づき、グループホームやすらぎ独自の
年間目標を作成している。

(外部評価)

「笑顔と真心とやすらぎを」という法人理念を踏まえ、毎年、
職員全員で話し合い、一年間の目標を決めておられる。今
年度は、地域との交流に力を入れることを目標の一つに挙
げ、交流を通して地域の方達に事業所や認知症についての
理解を深めていただけるよう、取り組みたいと考えておられ
る。

(自己評価)

自治会に加入し、地域との連携に努めている。地域行事（秋
祭り、運動会、公民館祭り等）への参加を通じ、地域の幼稚
園、小学校、ご近所との交流に努めている。また、こちらから
も事業所の行事がある際はご案内をしている。

(外部評価)

近所の方からお花の苗をいただいたり、通りがかりに畑のお
世話をしてくださる方もいる。小学校の運動会は、島内に児
童が少ないことから、地域ぐるみの運動会として開催されて
おり、利用者、職員も参加して、パン食い競争等に出て一緒
に楽しまれている。幼稚園の園児の訪問が、年3～4回あり、
7月の訪問時には、お遊戯を見せてくれたり、「しあわせなら
手をたたこう」の歌に合わせて、利用者も一緒に手拍子する
等して楽しく交流をされた。毎年2月には地域の「公民館祭
り」が行なわれており、今年は、利用者の習字作品と職場体
験に来た中学生が下絵を描いてくれた絵に、お花紙を丸め
て貼った壁画作品を展示して、地域の方に見ていただい
た。

(自己評価)

他事業所や地域包括支援センターと協力し、認知症サポー
ター講座を地元小学校、中学校にて開催。
また、電話や訪問等による相談にその都度応じている。

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

3

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている
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グループホームやすらぎ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

2ヶ月に1回の運営推進会議で、事業所の取り組みや入居者
の生活状況を報告する機会を持ち、地域からの事業所に対
するご意見等を頂いたり、事業所からも地域の方に協力をお
願いしたりしている。

(外部評価)

会議は、民生委員、自治会長等の地域の方や、利用者・ご
家族の代表者等、毎年度決まった「運営推進会議委員」で
開催されている。会議は、利用者の日常を見ていただくた
め、事業所の居間で開催されている。会議時、外部評価に
ついて説明した際、自治会長より、「調査員より何かこうしな
さいというようなものがあるか」と質問があり、管理者は、「指
導や指示はないが、入居者や家族により満足していただけ
るよう助言がある」と説明された。

管理者は、現在の会議のあり方について、事業所からの報
告や連絡が多く、議論が活発でないと感じておられる。今後
さらに、地域のいろいろな方に気軽に参加していただける会
議になるよう工夫を重ね、一緒に活動しながらより具体的な
意見や提案をいただけるよう、取り組まれてみてはどうだろう
か。

(自己評価)

運営推進会議に市担当者に参加して頂き情報交換を行っ
ている。また、地域包括支援センター主催の研修会への参
加、協力を行っている。

(外部評価)

6月の運営推進会議時には、食中毒についてのアドバイスが
あった。管理者は、認知症キャラバンメイトとして活動されて
おり、小学校で児童向けに認知症についてお話をされてい
る。

(自己評価)

法人全体で身体拘束禁止の研修を受け、意識付けを行って
いる。日中、玄関の鍵は施錠していない。

(外部評価)

ひとりで外に出る利用者の方は、5分ほど歩くとひと休みをさ
れる。職員は、利用者の後方から見守りながらついて歩き、
ひと休みする時に声をかけて迎えに行くよう支援されてい
る。玄関は、扉を開けるとチリンチリンと音が鳴るようになって
いる。勝手口や居室の吐き出し窓からは、自由に出られるよ
うになっており、ひとりで玄関や畑に出て、掃除や草引き等
をされる方には、職員も一緒に行いながら見守るようにされ
ている。

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る
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グループホームやすらぎ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

法人全体で高齢者虐待防止に関する研修の機会を持って
いる。

(自己評価)

研修で学ぶ機会を設けているが、実際にこの制度に触れる
機会が少なく、職員全体として理解度が低いように思われ
る。

(自己評価)

契約前に、本人及び家族と十分に話しあう機会を持ち、説
明を行い、納得の上で契約を行っている。

(自己評価)

玄関先に意見箱を設置している。家族の面会時、ご家族宅
への訪問時や手紙、電話等で入居者の生活状況をお伝え
し、入居者、家族からご意見を伺っている。意見、要望等を
運営推進会議や職員会にて話し合い、意見を求めるように
している。

(外部評価)

年4回、季節毎に発行する事業所の「九島やすらぎ便り」に
は、外出や行事時等の利用者の表情がわかる写真を多く載
せて、ご家族に見ていただいている。遠方に住むご家族に
は、お便りや介護計画書等を郵送する際に、利用者の暮ら
しぶりを知らせる手紙を添えておられる。

利用する側であるご家族の意見や要望を引き出す工夫を重
ね、さらなる事業所のサービスの質の向上への取り組みにつ
なげていかれてほしい。

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている
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グループホームやすらぎ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

月に1回の職員会、ミーティング等、スタッフの意見を聞く場
を設けている。

(外部評価)

職員から、「自分たちの係を決めた方がいい」と提案があり、
外出レク係・行事係等、職員が責任を持って活動できるよう
な仕組みを作られた。昨年11月から、職員の提案で、朝食
はランチョンマットに食器を並べて、箸は箸立てからご本人
に選んで取っていただくようにされている。決まった箸を選ぶ
方や、その日の気分で違う箸を選ぶ方等、職員が、利用者
を知ることにもつながっているようだ。

(自己評価)

有資格者に対する処遇改善を図り、職場環境・条件の整備
に努めている。

(自己評価)

年間の研修計画を作成し、研修への参加の機会をできるだ
け確保している。また、研修案内を職員に開示している。

(自己評価)

圏内のグループホーム交流会、地域密着型サービス協会を
通じて、他事業所との交流の機会を設けている。

(自己評価)

利用相談があれば、ご本人に会い、その方の現状を把握
し、ご本人の意向や気持ちの理解に努めている。

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに
努めている

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

11 7
○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている
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グループホームやすらぎ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

利用相談のときに、ご家族の困っている状況を伺い、不安の
解消に努めている。

(自己評価)

利用相談時にご本人、ご家族の話を伺い、当GHを利用する
より良い方法があれば他事業所への紹介等を行っている。

(自己評価)

入居者と共に生活する中で役割を持っていただけるよう支援
し、その中で支えあう関係を構築できるよう努めている。

(自己評価)

ご家族と連絡を取り合い、共にご本人を支えていけるよう努
めている。また、定期的な外泊や随時の外出の支援をしてい
る。

(自己評価)

島内の馴染みの場所での買い物や、島内の散歩をしながら
島内の方と会話をする機会を持っている。また、馴染みの
方々が来やいように要望があればスタッフが送迎をしてい
る。

(外部評価)

島には3ヶ所の船着場があり、島内も船で移動ができる。同
級生が会いに来てくれる時は、管理者が船着場まで迎えに
行き、事業所で話をする等した後は、船着場まで送って行か
れる。奥様が併設デイサービスを利用する際には、行き来し
て会えるように支援されている。ご自宅では奥様が漬けた梅
干しをつまみに、焼酎で晩酌することが日課だったようで、事
業所でも同じように晩酌を楽しめるよう支援されている。

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る
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グループホームやすらぎ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

お互いの関係の把握に努め、その都度状況に応じてテーブ
ルや椅子の配置を変えたり、スタッフが関りの支援をしてい
る。

(自己評価)

サービス利用が終了したり、入院等で中断したりする際は、
ご家族やご本人と今後の生活について話し合い、その都
度、相談に応じている。

(自己評価)

ご本人の希望や意向を伺いながら、できる限り応えている。
対応が困難な場合はご本人やご家族に説明をしている。
意思表示の困難な方については、毎日の生活の中でのコ
ミュニケーション通じて気持ちを汲み取ることができるよう、情
報の共有に努めている。

(外部評価)

入居時には、ご本人やご家族から生活歴や職歴等をお聞き
して、「面接調査表」にて情報を集めておられる。又、「包括
的自立支援プログラム」の「ケアチェック表」を用いて、たとえ
ば、「掃除や衣類の準備をしたい」等、生活の中での希望の
把握にも取り組まれている。ビーズでアクセサリーを作ること
が趣味の方には、職員が最後に糸を結ぶところをお手伝い
されている。
(自己評価)

利用前の面談の際にご家族やご本人、サービスを利用して
いた事業所等からお話を伺い、把握に努めている。利用後
はご本人との関わりの中で、情報収集に努めている。

(自己評価)

入居者個人の毎日の生活リズム、体調（熱、脈拍、血圧）を
把握し、各スタッフで情報の共有に努めている。

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

25

9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる

21
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グループホームやすらぎ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

定期的にかかりつけ医を受診し、健康面のチェックをして頂
いている。必要に応じて家族にも同伴してもらい、病状を把
握してもらい、今後の事について話をしている。3ヶ月に1回
職員内の担当者会議にて計画の検討、見直しを行ってい
る。面会に来にくい島外に住んでいる家族については、電
話や手紙にて意向の確認をしたり、プランの説明をしてい
る。

(外部評価)

介護計画は、ご本人の暮らし方の希望やご家族のケアへの
希望を聞き取り、作成されている。ご家族には、計画の見直
し時期の来訪時や電話にて、希望を聞き取っておられる。利
用者個々に日々の介護記録とは別に、毎日、センター方式
の「生活リズム・パターンシート」を記入されており、課題を見
い出して、職員間で話し合って計画に採り入れるようにされ
ている。

(自己評価)

介護経過記録及び日誌、引継ぎノート、ホワイトボード等を
利用し情報の共有に努めている。

(自己評価)

ご本人や家族の希望にはできる限り応えることができるよう、
柔軟な対応を心がけている。

(自己評価)

地域との関りの中で地域資源の把握に努めている。

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援している

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27
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グループホームやすらぎ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

島内の診療所にスタッフが付き添い、定期的に受診してい
る。入居者さんの状態によっては往診をしてもらうこともある。
島外の病院を受診する際は家族に相談し、付き添いをお願
いすることもある。

(外部評価)

島内の診療所をかかりつけ医とされる方は、月に1度、職員
が付き添って定期受診をされている。島外の医療機関をか
かりつけ医とされる方は、月に1度、管理者が付き添って定
期受診できるよう支援されている。島外の受診は、定期船を
利用するが、12月～2月は、船上の寒さが厳しいため、管理
者が医療機関へ出向き、利用者の状態を医師に報告して薬
をもらって帰られる。体調変化で医療機関を受診する場合
は、「医療的な判断が必要」なこともあり、ご家族にも必ず同
行してもらっている。
(自己評価)

当グループホームの担当看護師に定期的に訪問を受けて
いる。また、診療所の看護師さんにも相談に乗ってもらいな
がら、入居者の方々の健康管理を行っている。

(自己評価)

入居者の入院時は医療機関に情報提供を行ったり、適宜の
訪問、連絡をして情報交換を行っている。
入退院時以外では、病院の連携室から入居依頼の相談に
応じている。

(自己評価)

入居の際、重度化に向けた指針、看取りの指針について、
家族への説明を行っている。ご本人の病状の進行の際に家
族に事業所でできることを説明し、意向を確認している。
また、必要に応じてかかりつけ医より家族に病状の説明をし
てもらうこともある。

(外部評価)

入居時に、事業所で作成された「看取りに関する指針」をもと
に、事業所で最期まで看ることができることをご家族に説明さ
れている。ご家族は、「その時になったら考えます」と言われ
る方がほとんどのようだ。現在、「看れるところまで看てほし
い」と希望するご家族がおられる。4月に夜間急変した方が
おられたが、診療所の医師と消防団の協力により、漁船で対
岸に渡り、市立病院にスムーズに搬送することができた。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。ま
たは、そうした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている
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グループホームやすらぎ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

定期的な研修、訓練は受けることができていない。随時、看
護スタッフにアドバイスを受けている。

(自己評価)

緊急事態に対するマニュアル、緊急連絡網を作成している。
近隣の方々や消防団の方々の連絡先を伺い、緊急連絡網
を作成している。年2回の避難訓練に地元の消防団の方に
も来てもらっている。。

(外部評価)

前回の外部評価を受け、さらに地域との連携を強化できるよ
う取り組まれた。昨年10月、火災による避難訓練を実施した
際には、地域の消防団の方に来ていただいて、火災発生時
の応援体制等について話し合われ、いざという時は、まず近
くの団員の方が事業所に駆けつけてくださることとなった。

島の海沿いに立地する事業所で、地震発生時には、津波や
原発事故による放射能汚染等が考えられるため、市や島民
とも協力し合って、すべての人が安全を守れるような方法を
見つけていかれてほしい。

(自己評価)

入居者、スタッフも島内の方なので、事業所内外での個人情
報の取り扱いについては職員に周知している。
ケアの場面において虐待研修で学んだことを参考にし、言
葉かけについても注意を払っている。

(外部評価)

職員は、「利用者の動きを止めるような声かけをしない」よう
心がけておられる。昼食時、おかずに手をつけていない利
用者に職員は、「一口だけ食べてみませんか」と声をかける
と、利用者は、全部食べられた。

(自己評価)

日常生活の中での関わりを通じて、入居者の自己決定を促
すことができるよう支援している。

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14
○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている
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グループホームやすらぎ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

1日の生活の基本的な流れはあるが、入居者の希望や状況
に合わせてできる限り対応している。

(自己評価)

ご家族とも相談しながら、ご本人の好みに合わせた身だしな
みができるよう支援している。
装飾品（ビーズ等）の作成、メガネのメンテナンス、美容室で
の整髪等を支援している。

(自己評価)

毎月、栄養士の方が2名来られて、料理教室を実施してい
る。
畑での作物で漬物を作ったり、余った食材でおやつを作っ
たりして、においを感じながら作る楽しみを味わえるよう支援
している。
(外部評価)

昼食は併設するデイサービスの厨房で業者職員が作ってお
り、朝・夕食は業者から届いた食材を使って厨房で職員が調
理するようになっている。利用者がご飯の炊ける匂いを感じ
られるよう、ご飯は事業所で炊いている。前回の外部評価を
受け、利用者にも調理に関わっていただけるよう、毎月、業
者と法人の栄養士の協力を得て「料理教室」を行なっておら
れる。7月には、利用者の希望が多かったちらし寿司や巻き
寿司を手作りして食事をされた。又、季節ごとに、地域の方
を招き「食事会」を行なっておられ、7月には利用者が玉ねぎ
やキャベツ等の野菜を切って、バーベキューを楽しまれた。
秋には、芋炊きの予定である。事業所の畑で採れた野菜
は、なすびを塩もみにする等、1品追加して楽しまれている。
職員は、「利用者と一緒に普段のご飯作りをしたい」と話され
たが、業者委託していることから、衛生管理面上の制限があ
り難しいようだ。

(自己評価)

個々の好みや嚥下状態、病状に合わせた食事の提供に努
めている。（糖分、カロリー制限）水分補給も同様に、個々の
好みや状態に合わせて提供している。

(自己評価)

毎食後に口腔ケアを実施し、誤嚥の予防、口腔清潔の保持
に努めている。

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している
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グループホームやすらぎ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

入居者の日々の排泄状況、パターンを把握し、トイレの声か
けのタイミングを工夫したり、尿取りパットの使用の工夫をし
ている。

(外部評価)

ご自宅で紙パンツとパッドを使用されていたため、入居後し
ばらく同じ対応をしておられたが、パッドを外したり、紙パン
ツを脱ぎ捨てるような行為が見られるようになり、職員で話し
合い、ご家族とも相談をして、布パンツを試しているところの
方がいる。

(自己評価)

水分摂取量の把握に努めている。個々の好みに応じて
（ジュース、スポーツ飲料）摂取を促している。
お通じの状況を把握し、便秘時はかかりつけ医から処方され
ている下剤で対応している。

(自己評価)

入居者個々の意向は確認しているが、時間帯は設定させて
もらっている。
夏場は畑作業等で汗をかいたときは随時シャワーを浴びて
いる。

(外部評価)

利用者個々の入浴曜日が記されている入浴予定表を脱衣
室の壁に貼っておられ、利用者個々に、週3回午前中が入
浴時間となっている。浴室は、一般家庭用のつくりで、お好
きな入浴剤を使用する方もいる。職員が2人以上いる時間帯
であれば、夏場、希望があればシャワーを使用することもで
きる。

(自己評価)

入居者の状況に合わせ畳を使用したり、不安がる入居者の
部屋は自宅で行っていたように雨戸を閉める等の工夫をし
ている。

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援を
している

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる
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グループホームやすらぎ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

薬の用法、用量が変更される時は、薬の作用、副作用につ
いて全スタッフで共有している。
医師から指示のあった頓服薬を服用した時は、服薬後経過
に注意を払っている。
処方箋を個々のファイルに綴じている。

(自己評価)

ビーズアクセサリーの作成、広告紙を利用したゴミ箱の作成
等、ご本人の趣味と実益に沿った支援を行っている。

(自己評価)

希望を募り、島内の散策、ドライブに出かけたり、家族の理
解、協力を得ながら、島外への外出の支援を行っている。

(外部評価)

気候のよい時期には、月に1度、利用者2～3名ずつ島外へ
出かけられるよう支援されている。きさいや広場に出かけた
り、6月には西予市の歴史文化博物館に出かけられた。外出
される方のご家族には案内して、一緒に行かれたり、船着場
で会う等することもある。日常的には、島一周をドライブした
り、散歩や船着場の近くに週3回来る移動販売まで買い物に
行く等されている。車酔いをする方や「行きたくない」と言わ
れる方には、テラスに出て、外の景色を見ながら季節を感じ
たり、気分転換できるよう取り組まれている。島外への外出
時、ファミリーレストランでお好きな物を注文して食事すること
もある。

(自己評価)

ご本人の希望や状況に応じて、ご家族と相談し、ご自身でお
金を所持できるよう支援している。

(自己評価)

家族、ご本人の希望に応じて、手紙や電話のやり取りを支援
している。

51
○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

48
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グループホームやすらぎ 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

室内の飾り付けを季節ごと（正月、ひな祭り、端午の節句等）
に変更している。
テラス前の花壇には季節の草花を植えている。
共用スペースは混乱を招かないよう、案内表示を掲示してい
る。

(外部評価)

居間から見える事業所の畑には、利用者と職員が一緒に植えたひ
まわりや日々草が花を咲かせていた。とうもろこしやゴーヤ等も育て
ておられる。調査訪問時、居間ではテレビで高校野球を観戦した
り、職員と1対1で「学習療法」に取り組まれる利用者の様子が見られ
た。壁には、利用者と職員が一緒に作ったちぎり絵の作品が飾って
あった。地域の保育園のおたよりも貼ってあった。週刊誌等が用意
されてあり、お好きな物を選んで読む方がいる。海を眺められるテラ
スには、テーブルと長椅子が設置されており、7月の花火大会時に
は、地域の方を招いて、利用者と職員が一緒にバーベキューをしな
がら、花火見物を楽しまれた。ガラス窓は、年2回業者を入れて掃除
してもらっている。

(自己評価)

テラスに長椅子、テーブルを置き外でゆっくり過ごせるよう工
夫している。共有空間が狭いため、机、椅子の配置を工夫し
て、他の方が視界に入りにくいようにしている。

(自己評価)

できる限り、自分の使い慣れた物を持参してもらっている。ま
た、家族や自分の好きな物を飾り付けている。

(外部評価)

ご家族の写真や習字作品を貼っている居室が見られた。ベッドから
降りる時に転倒の危険がある方の居室は、ベッドと床の高さを少なく
するために、畳を敷いておられた。ほうきが置かれてあり、ご自分で
畳を掃いて掃除をする方もいる。孫の手を持ち込んでおられる方
は、「肩たたきに使います」と教えてくださった。居室はすべて掃き出
し窓になっており、海側に面した居室は明るく、海や対岸の景色を
眺めることができる。さらに、今後は、反対側に面する居室について
も、利用者にとって居心地のよい環境を整えられるよう、明るさや風
景等、職員で工夫や配慮できることはないか話し合ってみてほし
い。

(自己評価)

畑の手入れや玄関周りの掃除等、手伝いをしてもらってい
る。日課の作業を行っている動線は常に整理整頓を行い障
害物を無くすことで、安全に作業ができるよう配慮している。
自分の部屋で洗濯ものが干したい方のために部屋に衣類掛
けを設置している。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている
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